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receptor activator of nuclear factor-κB ligand (RANKL)およびマクロファージ・コロニー刺激因子
（M-CSF）遺伝子とタンパク発現量が経時的に増加することが報告された。また、歯の移動を行った






10kPa の周期的伸展刺激を 48 時間負荷し、IL-1β、TNF-α、RANKL、および M-CSF の遺伝子とタン
パク発現量に及ぼす抗炎症薬の影響を、非ステロイド系抗炎症薬（NSAIDs）であるロキソプロフェ
ンナトリウム、および非ピリン系解熱鎮痛薬であるアセトアミノフェンを 10 および 100 µM 添加す
ることにより検討した。また、実験的歯の移動に伴う根尖部歯根吸収に対するロキソプロフェンナト
リウム、およびアセトアミノフェン投与の影響を検索する目的で、7 週齢 Wister 系雄性ラットの上
顎第一臼歯にクローズドコイルスプリングを装着し、10g の矯正力により近心方向に 30 日間牽引し
た後、近心根根尖部の組織学的観察を行った。その結果、以下のことが明らかとなった。 
１.	 培養ヒト歯髄由来細胞、およびヒト歯根膜細胞への周期的伸展刺激により IL-1β、TNF-α、
RANKL、および M-CSF の遺伝子とタンパク発現量はそれぞれ有意に増加を示した。また、
その発現量はロキソプロフェンナトリウム、およびアセトアミノフェンを添加することに
より用量依存的に抑制され、非添加群と比較して有意に抑制された。 
２.	 ラットを用いた実験的歯の移動については、抗炎症薬非投与群とロキソプロフェンナトリ
ウム投与群およびアセトアミノフェン投与群において移動量に有意差は認められなかった。
また、抗炎症薬非投与群の根尖部には破歯細胞の出現とそれに伴う吸収窩が認められたの
に対し、ロキソプロフェンナトリウム投与群およびアセトアミノフェン投与群では、根尖
部に出現する破歯細胞数と根尖部歯根吸収量の有意な減少が認められた。 
	 以上の結果より、抗炎症薬の投与により歯の移動中における根尖部の過度な炎症を抑え、歯の移動
を妨げることなく重篤な歯根吸収を抑制できる可能性が示唆された。 
 
 
